
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研修概要■ 

「ムリ」「ムダ」「ムラ」排除のための改善技法の基本に IE、VE、QC があります。近ごろでは、ものづくり現

場のみならず、事務作業はもちろんのこと、デパート、病院、ホテル、レストランなどのあらゆる産業で広範囲

に活用されるようになってきました。 

  企業の皆様におかれても、工場における経営目的達成のため、各種管理技術の向上に取り組んでおられるこ

ことは存じますが、IE・VE・QCの基本概念を知り、実務改善に役立てることは大変有益です。技能と技術が蓄積

された企業活動の問題の捉え方およびその改善の糸口を掴むヒントを学べる本講習会に、是非ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 講師プロフィール 

浅沼 和志氏  独立行政法人国立高等専門学校機構長野工業高等専門学校  

客員教授・特命教授  

 

日本品質管理学会、日本生体医工学会、電子情報通信学会、計測自動制御学会、 

日本フラックス成長研究会、などの各会員 

   

★専門分野・得意技術 

  光デバイス工学・品質管理工学・生産工学 

 

 

主催：一般財団法人塩尻市振興公社・塩尻商工会議所 後援:塩尻市 

 

 

IE とは・VE とは・QC とは何か。活用の基礎とヒントを学ぶ 

～それぞれの現場で本当の道具として使うためには～ 

 

３回 

シリーズ 

平成 24 年度 

受講者 

募集!! 

日 時 ：平成24年12月17日～12月19日（全３回）18:00～20:00 

会 場 ：塩尻インキュベーションプラザ(SIP) 1F 多目的ホール 

目 的 ：地元塩尻企業の業務改善に力を発揮できる中核管理者の育成 

☆☆ 中核管理者・技術者のための研修 ☆☆ 



  

 

 

 

 

 

 

 

■用語概説■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工場内の主要製品・部品の原価分析の基本が理解できて、課題の発見法がマスターできます。 

・分析事例をご紹介いたします。 

・工場内の品質課題の改善方法の基本がマスターできます。 

・貴社の改善方法について、アドバイスさせていただきます。 

・IE（Industrial Engineering：生産工学/経営工学/産業工学）とは… 

IEは、ものづくり現場の作業改善を中心とした、ものの見方・考え方や科学的アプローチ手法の

活用法で、良い品物を最少の費用で作り最大の利益を上げる「ものをうまく作る技術」は体系化さ

れて“IE”と呼ばれるようになりました。「作業測定の技法」(例：稼働分析)と「方法改善の技法」

(例：動作分析)が、基礎的な 2本柱とされています。 

 前者は、動作研究・作業研究として標準作業・時間の設定を行う道具です。この標準作業・時間

がなければ、工場の生産計画が成り立たないばかりか、生産余力があるのか能力オーバーの状況な

のかが、わからなくなってしまいます。標準作業・時間は企業の近代的経営には欠かせないもので

す。後者は、工程を細分化し、それぞれを改善する手法ですが、現在では工場全体を改善する手法

がとられつつあります。これらの改善によってコスト削減ができることを経験的に学んだ手法です。 

 
 

・VE（Value Engineering：価値工学）とは… 

最低のライフサイクルコストで必要な機能を確実に達成するための製品とかサービスの機能的研

究に注ぐ組織的な活動のことです。 

製品やその部品の機能や品質・コストに関する諸要因を現状分析して、消費者の要求する機能を

備えた製品を、最小のコストで提供する組織的な改善技法がＶＥ手法です。その製品に求められる

機能を確実に最も安く満足させる事です。 

 
 

・QC（Quality Control：品質管理）とは… 

品質保証行為の一部をなすもので、部品やシステムが決められた要求を満たしていることを、前

もって確認するための行為のことです。事実を示すデータをもとにして、解析し、正確な判断を下

す処理の道具が“ＱＣ手法”です。問題解決活動では、やさしいＱＣ手法を徹底して使いこなし、

問題の本質をつかむことが何より大切なことです。 

■12月17日（月） 

  「問題の捉え方とIE，VE，QCの概念／課題」 ：実務事例演習を織り交ぜて進めます．                                                             

■12月18日（火） 

  「問題解決糸口の捉え方 ～IE，VE，QCの勘所～」 ：実務事例演習を織り交ぜて進めます． 

■12月19日（水） 

「IE，VE，QCを活用して目指すもの」 ：実務事例演習を織り交ぜて進めます． 

カリキュラム              



■募集要項■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「技能と技術の実務に活かす問題解決技法基礎講座」 全３回 参加申込書 

企 業 名  

参加者名  

所属・役職  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

電話番号  FAX 番号  

参加者名  

所属・役職  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

電話番号  FAX 番号  

参加者名  

所属・役職  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

電話番号  FAX 番号  

申込方法 

下欄の申込書にご記入のうえ、ﾒｰﾙ又はﾌｧｯｸｽで 
お申し込みください 

●ＳＩＰ事務局 

［担当：ものづくり人材育成コーディネーター 安納 五十雄］ 

E-mail seminar@po.s-sip.jp ／ FAX 0263-51-1921  

●塩尻商工会議所[担当：相談指導課] 

E-mail scci@shijiri.or.jp／ FAX 0263-51-1388 

 

会場案内
図 

SIP （塩尻インキュベーションプラザ） 

 塩尻市大門八番町 1 番 2 号 

 TEL：0263-51-1920／FAX：0263-51-1921 
※お車でお越しの方へ 

 SIP 駐車場が狭いため、市営立体駐車場もご利用いただけます。       

駐車券をお持ちいただければ、押印（６時間無料）いたします。 

 

〆切：12月 7日 金曜日 

：テキスト代、筆記用具 等  

：参加費 無料 

  テキスト代  ３,000 円（予定） 

持ち物 

費 用 

定 員 ：１５名 

対象者 ：塩尻市企業中心の中核管理者及び技術者・後継者・役員・企画責任者 

募集締切 ：平成 24 年 12 月 7 日（金）まで 下記申込用紙にてお申込下さい。 

mailto:seminar@po.s-sip.jp

